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はじめに

岡山県自然保護センターのセンター棟からピク

ニック広場にかけて広がる常緑広葉樹林は宮脇方

式によ り， シイ，カシ類が植栽されている。 1990

年頃，成長にともなう自然淘汰を前提に高い密度

でポット苗が植栽されたが， 30年が経過した現在

において， 自然洵汰が見られず，樹木が樹高に対

して直径が小さい状態で成長している。また，シ

イやカシ類などの常緑樹が植栽当初の高い密度が

維持されているので，地表まで光が届かず，下生

えがなく多様性のない林を形成している。

2020年にセンター棟からヒ°クニック広場にかけ

て広がる常緑広葉樹林の内，区画を10mx 10m毎

に区切り，何も手を加えていない無間伐区画（コ

ントロール地）と間伐区画での樹木の密度，柑対

照度，林冠の開空度，植生，樹高を測定した。今

回の調査では2020年よりも強間伐をした区画を作

ることとした。植栽後維持されている高い立木密

度を人為的に解消することで，光が地面まで届き

多様性のある植生になると考え，間隔を空けて樹

木を伐採し，状況を記録することで今後の常緑広

薬樹林管理における最適な間伐率を模索すること

とする。

調査地と調査方法

2020年10月4日に実験区画として樹木を間隔が

空くように伐採した（間伐地2020)。2021年11月

12日に昨年よりも強度を上げて樹木を間隔が空く

ように伐採した（間伐地2021)。実験区域を図lに

示す。 2020年と2021年で強度を変えて行った間

伐区画はコントロール地と比較した調査を行うこ
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＼図l．実験区域位置図
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ととする。調査項目は樹木の密度，相対照度，林

冠の開空度，植生，樹高とした。開空度及び相対

照度の測定は曇天の日に行った。林冠の開空度に

ついては，各区画の中心1地点で魚眼レンズ (smc-

PENTAX-DA FISI-I-EYE 10-17mm F3.5-4.5 ED) 

を付けたカメラ (PENTAXK-70, F値3.5,露出

時間1/100,1S0800)を使い全天空写真を撮影

し，全天写真解析ソフト RGBFisheye.exe(Ishida 

2004)により算出した。照度測定にはA-leaf光度

計GM1010を用いて行い，林外裸地と林内の照度

の比を相対照度として表した。柑対照度の測定は

各区画とも林内の30点をランダムに選んで行った。

結果

2020年に測定したコントロール地と間伐地の間

伐前の樹木の密度は， 2021年までに間伐された

樹木や倒れた樹木がなかったため，昨年同様にコ

ントロール地は1.42本／m互間伐地2020は0.39本

/m2であった。なお，間伐地2020では間伐を行っ

たシイ・カシの樹木全てからの萌芽再生（調査日

2021/12/22)が見られ，シイは35cm程度 (n=l7), 

シラカシは54cm程度 (n=l9)，アラカシは51cm程度

(n=37)の生育が見られた。間伐地2021では110本

の樹木の内91本を伐採したことから伐採後の間伐

地の樹木の密度は0.19本／m2となった。 2021年の

林冠の開空度 （調査日2021/12/12)はコントロー

ル地で5.0%，間伐地2020は28.1%，間伐地2021は

35.5％であった。コントロール地と間伐地での相

対照度（調査日2021/12/10)を比較したところ，

コントロール地は5.2％に対して，間伐地2020は

16.1%，間伐地2021は23.3％であった。植生につ

いては，コント ロール地及び間伐地共にアラカシ，

シラカシ，シイといった植栽木が9割以上を占めて

いた。

コントロール地と間伐地2020の植物種を2021年9

月2日に調査したところ，コントロール地14種（表

1)，間伐地2020は36種（表2)が確認された。間伐

地2020については，草本層につる性木本を除く夏

緑広葉樹としてムクノキ，アカメガシワ， ヤマウ

ルシ，エゴノキ，ヤマコウバシ，センダン，ヤマ

ハゼ，カキノキ，イヌザンショウ，ハリエンジュ，

ヤマッツジ，コバノガマズミが生育していた。

2020年の調査時において，樹高がコントロール

l38 

地では9m程度の樹木が8割程度であり，胸高直径

が5cm前後のものが多かった。 1本のみ樹高12m,胸

高直径20.5cmの高木層のアラカシが生育していた。

間伐地2020について間伐前はコントロール地同様

の状況であり，樹高が9m程度の樹木が8割程度で

あったが，間伐後は胸高直径が6cm以上のやや太

いものを残したため，樹高9.5m程度のものが残っ

た。最も樹高が高いものでシイが樹高llm,胸高直

径が16.5cmあった。 2021年の調査においてもコント

ロール地と間伐地2020の樹高の状況は変化がほと

んど見受けられなかった。間伐地2021も間伐前は

コントロール地同様に樹高9m前後の樹木が8割程

度であったが，問伐後は胸高直径8cn]以上の太い木

を残したため，やや高い樹木が残り樹高10m程度

のものが残った。間伐地2021で最も樹高が高いも

のでシイが樹高llm,胸高直径が15.3cmであった。

表l．コントロール地の植物種

1|戸?門 |:：構造
亜高木

低木

草本

21アラカシ 1高木
亜高木

低木

草本

31シラカシ 高木

亜高木

低木

草本

41フジ 1高木

低木

草本

51ミツバアケビ 1亜高木
6ヒサカキ 低木

草本

7サルトリイバラ草本

8ナッフジ 草本

9ケテイカカズラ草本

10カキノキ 草本

11ベニシダ 草本

12ヤマフジ 草本

13オクマワラビ 草本
14ヒメイ タチシダ草本

※スダジイ，ップラジイを含む
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表2.間伐地2020の植物種

植物種

1ヌルデ

2シイ※

3アラカシ

4シラカシ

5ヒサカキ

6ナッフジ

7ヒメカンスゲ

8カクレミノ

9ムクノキ

10 ハギsp

11 メドハギ

12 コチヂミザサ

13 アオツヅラフジ

14 アカメガシワ

15 ヤマウルシ

16 エゴノキ

17 ヘクソカズラ

18 サルトリイバラ

19 イタドリ

20 ヤマコウバシ

21 センダン

22 ケテイカカズラ

23 ヤマハゼ

24 カキノキ

25 トラノオシダ

26 イヌガヤ

27 イヌザンショ ウ

28 ハリ エンジュ

29 ヤマツッジ

30 トウネズミモチ

31 ミツバアケビ

32 ノブドウ

33 コバノガマズミ

34 ワラビ

35 ベニシダ

36 ヤブッバキ

※スダジイ， ップラジイを含む

植生構造

品木

草本

高木

草本

高木

草本

高木

草本

低木

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草木

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草本

草本
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考 察

コントロール地と間伐地2020を比較したところ，

草本層の植物種において間伐地2020の方がコント

ロール地よりも種が多かった。このことは開空度

と相対照度がコン トロール地よりも高くなった結

果，草本層にも光が届くようになったため新しく

植物が芽生えたことが考えられる。しかし，間伐

地2020の植物種の調査は間伐1年後の9月に調査し

たものであり，間伐以前の同時期に調査していない

ので元々生育していた植物の可能性も考えられる。

問伐地2021については，間伐地2020より強間伐

を行い開空度と相対照度が高くなった。林床への

光が届きやすくなった結果，地面の中で休眠して

いたような種子が間伐地2020よりも今後発芽して

いく可能性があり，植物種の増加が考えられる。

また，間伐した樹木はシイやカシのため，間伐地

2020同様に萌芽再生を行うことが考えられる。

今後の展望

2020年度から始めた常緑広葉樹林の間伐では，

植物の多様化が見られた。林床へ届く光が増した

ことが要因であると考えられる。しかし，間伐地

の萌芽再生の速度が速く，草本層の夏緑広葉樹が

大きくなる前に萌芽が育ち地表への光を遮断して

しまう可能性がある。その場合は元の暗い常緑広

葉樹林に戻る可能性が高いため，萌芽再生した樹

木の伐採が必要であると考える。伐採時期につい

ては，相対照度や開空度が低下した場合に伐採を

行うものとする。また多様性を保つにあたり，間

伐地2020で確認されたハリエンジュは生態系被害

防止外来種であるため，伐採することとする。

昨年度から始めた常緑広葉樹林の間伐である

が，間伐の強度の違いによって植物相の多様化や，

残った樹木の成長が見られるかを今後も調査を実

施し記録していくことで，最適な間伐の強度や森

林の管理方法を確立していきたいと考えている。

また間伐しなかった残存木を順次間伐することで

光環境改善を図り，サイズの異なるシイ ・カシ類

が混在する複雑な林分構造の樹林に誘導すること

も検討していきたい。
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写真1．コントロール地の様子

(2021年12月12日撮影）

..、̀` .： ?}ふ．・’;
：ヽぶ心 • 
ヽ‘‘ ， ・．ふ ；，叫籾‘‘,• • 
丸や， ．・ ・ヽ・

、.'蛇．`41f.贔●炉('4;

心記 ぐ：心`り、ヽ炉：応；．． ‘ 
ヽ．． 9 に勺rぷ伶‘’3.9s ―:．．^・’ ;― 
n 分•:• 9で改灼'3裕、 9'｛,9',t_̀“ヤ

しV‘ . 4•、と1,"釈埒'..贔え`｀ヽ``‘：9凸・ ：ジ

心？、 S出ヽ忍：’ , ＇．`  ` なむ ．：愛、；；ぶg・心・ヽ• ,. ベ.． ・曹,．、 •• .9
A ―‘̀ • ら ； ・ •I‘-で•でし． ．、菜ぶ・;；ぷ； な函序そ

0 ¥’‘ヽ：島恥：、9:ぷ息:
、99 ・や ' ‘. ．ヽ・

冷唸．ア‘・̂、、でS ・ヤ、心 e必 ．・ク (,:;;~ 
. .ヽ 馳

—• ● 

． ． ． ． ・如1；；•§‘r 9、9 , ． 
a 

•9 ,̀ • J' ｀’ヽ••,,. §窯ぷ汀姿＇
. •` 9：ミ．．：：．ヽ：‘‘•も‘ ¢.←ビ＿＿ ．
.，、‘<c;、で＇；、滋炉．`

.. -• 9な 7・え・―、;`• 三

写真2.コントロール地の全天空写真

(2021年12月12日撮影）

写真3．間伐地2020の様子

(2021年12月12日撮影）
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写真4．間伐地2020の全天空写真

(2021年12月12日撮影）

写真5．問伐地2021の様子

(2021年12月12日撮影）

写真6．間伐地2021の全天空写真

(2021年12月12日撮影）
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図2.コントロール地の開空度解析

図3．間伐地2020の開空度解析
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